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当 の日成年れ[ 門i虐］腐鷹
暫 を好を相と
時 叶の迎を雪
迎え日反模
春 る和羹映様
準かにすに
備 の恵嘉る見
に よまのか舞
取 うれ、のわ
り な多二よれ
掛 迎く日うた

正
月

元
旦
の
悪
天
候
も
五
日
ま
で
に

約
8
5万
人
が
参
拝

宗

言

□
｀

の
年
に
あ
た
る
。
「
子
」
の
意
を
調
べ
る
と
「
ふ
え

る
」
の
意
で
新
し
い
生
命
が
種
子
の
中
に
萌
し
始

め
る
状
態
を
表
し
て
い
る
、
と
あ
る
▼
暦
上
の
十

二
支
に
動
物
を
当
て
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
相

当
に
古
い
よ
う
で
あ
る
が
、
鼠
と
い
え
ば
人
間
に

害
を
な
す
動
物
と
し
て
あ
ま
り
芳
し
く
な
い
イ

メ
ー
ジ
が
あ
る
一
方
、
白
鼠
は
大
黒
様
の
お
使
い
、

瑞
兆
と
さ
れ
て
き
た
。
古
事
記
に
は
須
佐
之
男
命

が
、
娘
須
勢
理
比
売
命
に
見
初
め
ら
れ
た
大
国
主

命
に
、
野
原
に
射
放
っ
た
鏑
矢
を
取
っ
て
来
る
よ

う
命
じ
、
更
に
は
火
を
放
つ
と
い
う
試
練
を
与
え

る
。
絶
体
絶
命
の
大
国
主
命
に
鼠
が
「
内
は
ほ
ら

ほ
ら
外
は
す
ぶ
す
ぶ
」
と
逃
げ
道
を
教
え
、
鏑
矢

も
持
っ
て
来
て
見
事
試
練
を
乗
り
越
え
る
手
助

け
を
し
た
と
記
さ
れ
て
お
り
、
鼠
は
福
を
も
た
ら

し
、
緑
起
の
良
い
動
物
で
あ
る
と
い
う
信
仰
も
各

地
に
残
っ
て
い
る
▼
子
年
が
十
二
支
の
最
初
で

あ
る
事
か
ら
、
物
事
の
始
ま
り
を
意
味
す
る
と
も

云
わ
れ
る
が
、
当
大
社
に
お
い
て
も
十
二
年
前
の

平
成
八
年
に
は
平
成
の
御
造
営
が
本
格
化
し
、
更

に
そ
の
前
の
昭
和
五
十
九
年
の
子
年
に
は
当
大

社
永
年
の
念
願
で
あ
っ
た
文
書
編
簗
刊
行
事
業

に
着
手
す
る
な
ど
、
大
き
な
動
き
を
見
せ
て
い
る

マ
戦
後
驚
異
的
な
発
展
を
遂
げ
た
反
面
、
民
族
が

永
年
伝
承
し
て
き
た
精
神
や
価
値
観
が
大
き
く

変
わ
っ
た
。
そ
の
弊
害
に
よ
う
や
く
目
覚
め
た
感

が
無
き
に
し
も
非
ず
で
あ
る
が
、
今
年
こ
そ
子
年

に
肖
り
、
全
て
の
事
象
が
一
新
さ
れ
る
起
点
の
年

と
な
る
よ
う
期
待
し
た
い
。

(
S
.
N
)

2月祭事暦
つきなみ

毎月 1 ・ 15日月次祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像護国神社祭(1日）

午前1 1 時～
総社祭
浦安舞奉奏(1日）
豊栄舞奉奏(1 5 日）

3日節分祭

午前 1 1 時～
於＝本殿
豆打ち式午前11 時30分～

午後 14時～

11 日建国祭

午前 1 1 時～

神具・装束

令井 六
f

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

篭話福岡 (Oq2)65 I _q456番
店〒600-8231 京都市下京区油小路六条北入
篭話 (075)341-3341 （代）～4番

(075)343-3341 番

本

木組の家 匠の技

株式会社女江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元 1025 電話(oq4-0)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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な
く
完
了
、
大
晦
日
午
後
一
一
一
時
よ
拝
者
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
。
神
前

り
斎
行
の
年
越
し
大
祓
式
・
除
夜
に
て
手
を
合
わ
せ
び
た
す
ら
祈
る

祭
を
以
っ
て
平
成
十
九
年
の
諸
祭
参
拝
者
の
姿
は
、
干
支
年
の
最
初

儀
を
恙
無
く
奉
仕
、
新
年
を
待
つ
で
も
あ
る
子
年
の
如
く
全
て
が
刷

ば
か
り
と
な
っ
た
。
新
さ
れ
、
新
た
な
第
一
歩
を
と
の

し
の
間
漆
黒
の
浄
闇
に
包
願
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ

曹
ま
れ
た
境
内
は
静
寂
な
時
っ
た
。
神
札
・
御
守
や
鏑
矢
、
破
魔

を
刻
ん
で
い
た
が
、
午
後
十
時
を
矢
・
福
迎
え
等
の
縁
起
守
を
授
与

過
ぎ
る
と
小
雪
が
舞
い
寒
風
吹
き
す
る
各
授
与
所
、
福
み
く
じ
授
与

荒
ぶ
状
況
に
も
拘
ら
ず
、
今
年
こ
所
、
地
元
総
代
・
協
力
会
の
皆
様
方

そ
と
の
切
な
る
願
い
を
込
め
た
に
御
奉
仕
頂
い
た
甘
酒
授
与
所
に

人
々
が
続
々
と
参
集
。
同
十
時
三
も
、
次
か
ら
次
へ
と
参
拝
者
が
押
し

十
分
過
ぎ
に
は
祈
願
殿
前
の
大
駐
寄
せ
、
大
神
の
御
守
護
を
頂
き
一

車
場
は
も
と
よ
り
第
二
•
第
三
駐
年
間
無
事
平
穏
で
、
幸
多
き
年
に

車
場
も
全
て
満
車
と
な
っ
た
。
神
と
神
札
・
御
守
、
縁
起
守
等
を
受
け

門
前
で
は
例
年
二
埜
の
籍
火
が
紅
ら
れ
て
い
た
。
福
み
く
じ
授
与
所

蓮
の
炎
を
揺
ら
め
か
せ
て
い
た
で
は
福
運
や
如
何
に
と
家
族
揃
っ

が
、
本
年
は
強
風
の
た
め
や
む
を
て
、
或
い
は
グ
ル
ー
プ
全
員
で
臨

得
ず
取
り
止
め
た
も
の
の
、
ラ
イ
ま
れ
、
景
品
を
手
に
各
々
話
が
は

ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
御
本
殿
、
神
門
ず
む
姿
は
微
笑
ま
し
い
光
景
で
あ

の
淡
い
光
が
燈
る
中
、
新
年
を
宗
っ
た
。
更
に
本
年
刷
新
し
た
、
交
通

像
大
社
で
迎
え
よ
う
と
寒
さ
を
も
安
全
信
仰
の
起
源
を
明
記
し
た
ポ

の
と
も
せ
ず
待
ち
わ
び
る
参
拝
者
ス
タ
ー
や
説
明
書
に
当
社
の
御
神

が
、
長
蛇
の
列
を
な
し
た
。
ま
た
当
徳
を
再
認
識
さ
れ
た
方
、
境
内
各

大
社
へ
の
県
道
も
参
拝
車
輌
で
身
施
設
の
配
置
図
を
手
に
参
拝
さ
れ

動
き
の
取
れ
な
い
状
態
と
な
り
大
る
方
の
姿
を
多
く
見
か
け
、
新
た

渋
滞
と
な
っ
た
。
な
取
り
組
み
も
そ
れ
な
り
に
効
果

成
二
十
年
元
日
午
前
零
を
挙
げ
た
の
で
は
と
感
じ
ら
れ
た
。

1
時
、
初
春
の
到
来
を
告
げ
i

u
"
パ
年
の
祈
願
祭
も
午
前
零
時

る
太
鼓
の
轟
き
と
共
に
開
門
、
瞬
：
立
大
ー
を
期
し
て
斎
行
さ
れ
、
本

く
間
に
宗
像
大
神
の
御
神
前
は
参
i
殿
で
は
恒
例
に
よ
り
九
州
旅
客
鉄
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道
株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
石
一
て
多
く
の
方
に
こ
参
拝
頂
い
た

原
進
氏
以
下
幹
部
社
員
五
十
名
参
：
が
、
家
族
揃
っ
て
の
参
拝
が
殊
の

列
の
も
と
年
頭
最
初
の
祈
願
祭
を
ほ
か
印
象
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
仕

斎
行
、
交
通
安
全
、
業
務
安
全
・
繁
」
畢
始
め
に
伴
う
会
社
や
各
種
団
体

栄
、
海
上
安
全
を
祈
念
申
し
上
げ
i
の
参
拝
は
、
四
日
と
七
日
以
降
と

た
。
次
い
で
社
団
法
人
宗
像
青
年
i
に
分
散
さ
れ
た
の
が
特
徴
的
で
あ

会
議
所
理
事
長
戸
波
真
也
氏
他
役
一
っ
た
。

員
一
同
が
理
事
長
方
針
の
下
、
活

]
4八
勢
の
初
詣
参
拝
者
を
迎
え

動
の
円
滑
な
運
営
と
会
員
一
同
の
一
た
正
月
期
間
、
大
き
な
障

健
康
を
祈
念
さ
れ
た
。
ま
た
儀
式
こ
吉
や
事
故
も
な
く
皆
様
方
に
こ
参

殿
で
は
家
内
安
全
、
厄
年
祓
い
、
商
i
詣
頂
け
た
の
も
、
雑
踏
警
備
に
、
参

売
繁
盛
を
、
祈
願
殿
で
は
本
年
一
こ
拝
車
輌
誘
導
に
と
御
配
慮
、
御
尽

年
の
交
通
安
全
を
願
う
人
々
の
祈
ー
カ
頂
い
た
宗
像
警
察
署
並
び
に
宗

願
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
皆
様
方
に
]
隊
市
消
防
団
団
長
以
下
幹
部
役
員

大
神
の
御
加
護
を
賜
る
べ
く
祝
詞
と
地
元
第
十
一
分
団
役
員
の
皆
様

を
奏
上
申
し
上
げ
た
0

I方
更
に
は
、
年
末
・
年
始
か
ら
十
四

初
の
恒
例
祭
も
元
日
午
前
・
日
ま
で
の
長
期
四
奉
仕
頂
い
た

勺
七
時
総
社
地
主
祭
、
同
九
地
元
総
代
・
協
氏

時
歳
旦
祭
を
斎
行
、
皇
室
の
御
安
：
力
会
の
皆
様

泰
、
国
家
の
隆
昌
並
び
に
氏
子
崇
二
方
を
始
め
関

敬
者
・
国
民
の
平
穏
と
繁
栄
を
祈
こ
保
各
位
の

念
し
た
。
二
日
に
は
新
年
祭
を
、
三
・
方
々
の
御
支

日
に
は
元
始
祭
を
斎
行
、
大
神
の
]
援
‘
御
協
力
の
ー

こ
神
威
を
普
＜
頂
か
し
め
給
え
と
一
賜
物
と
厚
く
＇

祈
り
を
捧
げ
た
。
一
感
謝
申
し
上

書
〗
汀
且
け
ま
す
。
鯰
"
t
:

復
し
温
暖
な
日
々
が
続
い
た
こ
と
-
i
t
-
\
紺
布

や
、
更
に
は
六
日
が
日
曜
日
と
あ
坪
｛
じ
一
ー
一
環

[
g
i
-
i
i

B汀
員

]
/
]
]
0
[

ロ
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斎
行
さ
れ
、
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
並

び
に
漁
業
従
事
者
参
列
の
元
神
前

に
本
年
の
海
上
・
操
業
安
全
・
大
漁

満
足
が
祈
ら
れ
た
。

年
の
瀬
に
こ
の
冬
一
番
の
寒
波
が
．
の
神
門
前
に
列
を
な
し
開
門
を
待
祭
典
終
了
後
、
社
務
所
に
て
直
会

到
来
し
海
上
は
大
時
化
、
フ
ェ
リ
ー
一
っ
た
。
が
行
わ
れ
宗
像
漁
業
協
同
組
合

も
一
便
お
き
に
欠
航
を
す
る
な
ど
午
前
零
時
、
境
内
に
太
鼓
の
音
が
山
口
國
一
組
合
長
に
よ
る
新
年
の

帰
島
者
へ
の
足
に
も
影
響
が
で
た
も
．
響
き
、
奉
賛
会
員
の
奉
仕
に
よ
り
定
挨
拶
に
て
始
ま
り
、
一
同
本
年
の
豊

の
の
、
大
晦
日
に
は
新
年
を
中
津
宮
」
刻
に
開
門
。
島
内
氏
子
を
は
じ
め
、
漁
を
願
い
な
が
ら
盛
り
上
が
り
を

で
迎
え
よ
う
と
す
る
多
く
の
参
拝
一
正
月
を
故
郷
で
過
こ
そ
う
と
帰
島
見
せ
た
。

者
が
、
寒
風
吹
き
さ
す
中
、
中
津
宮
一
し
た
人
々
が
先
を
競
い
神
前
に
進
か
く
し
て
平
成
二
十
年
の
筑
前
大

「
み
、
敬
虔
な
祈
島
の
正
月
は
沢
山
の
島
民
の
こ
協
力

り
が
捧
げ
ら
れ
に
よ
り
無
事
終
え
る
事
が
で
き
た
。

た
。
こ
の
正
月
祭
斎
行
に
あ
た
り
、
各

＿
神
前
に
は
大
方
面
よ
り
多
大
な
る
こ
協
力
•
こ
協

島
内
外
の
漁
ー
こ
の
「
福
み
く
じ
」
で
は
味
城
山
す
る
中
、
本
年
の
国
家
・
皇
室
の
安
一
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
崇
敬
者
の
皆

業
・
農
家
よ
り
家
具
（
宗
像
市
・
寺
田
修
社
長
）
及
び
泰
と
島
民
・
国
民
の
幸
福
が
神
前
に
一
様
に
、
紙
面
を
か
り
ま
し
て
厚
く
御

一
海
の
幸
・
野
の
幸
・
宗
像
農
業
協
同
組
合
大
島
支
所
よ
祈
念
さ
れ
た
。
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

一
が
供
え
ら
れ
、
社
．
り
特
別
協
賛
を
賜
り
、
授
与
所
前
は
翌
一
一
日
も
天
気
は
良
い
も
の
の
、
·

一
頭
で
は
正
月
の
新
年
の
福
を
授
か
ろ
う
と
多
く
の
気
温
は
低
く
寒
い
一
日
と
な
っ
た

一
縁
起
物
の
破
魔
．
参
拝
者
が
詰
掛
け
た
。
が
、
午
前
十
一
時
に
は
成
人
祭
が
斎
｛

矢
・
福
俵
・
熊
手
．
ま
た
境
内
で
は
沖
・
中
両
宮
奉
賛
行
さ
れ
、
十
三
名
の
新
成
人
が
参
列
i

ま
た
一
刀
彫
な
：
会
の
こ
奉
仕
と
巻
網
船
団
の
宮
地
．
さ
れ
た
。

ど
が
授
与
さ
れ
：
丸
組
、
春
日
丸
組
、
沖
栄
水
産
か
ら
一
ま
た
こ
の
日
は
三
十
三
オ
、
四
十
一

る
と
と
も
に
、
毎
鰤
を
、
ま
た
沖
西
敏
明
氏
か
ら
は
野
一
オ
、
四
十
四
オ
と
各
々
に
厄
除
・

年
恒
例
の
「
中
津
一
菜
の
こ
芳
志
を
頂
き
『
開
運
大
鰤
鍋
』
一
晴
厄
の
同
年
仲
間
祈
願
祭
も
斎
行
一

宮
新
春
福
み
く
が
本
年
も
開
催
さ
れ
多
く
の
参
拝
さ
れ
、
境
内
で
は
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、

じ
」
が
沖
・
中
両
一
者
に
振
舞
わ
れ
た

0

i
久
し
ぶ
り
の
同
年
と
の
再
会
に
歓
喜
一

宮
翼
賛
会
会
員
]
境
内
で
は
午
前
七
時
、
元
旦
祭
が
の
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

の
奉
仕
に
よ
り
i
斎
行
さ
れ
沖
・
中
両
宮
奉
賛
会
・
翼
―
―
一
日
に
は
元
始
祭
並
び
に
宗
像
~

授
与
さ
れ
た
。
賛
会
会
員
を
は
じ
め
島
民
が
参
列
漁
協
大
島
支
所
の
大
漁
祈
願
祭
が

.,,, 
｀に a 

d
 

ヽ
し
＇

必
一
・

•^ f

Lｭ

` ヽ
<>

`‘>
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大
晦
日
の
午
後
三
時
よ
り
神
門
一
清
々
し
い
気
持
ち
で
迎
え
よ
う
と
i

前
で
年
越
し
の
大
祓
神
事
が
、
続
い
う
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
っ

い
て
本
殿
で
除
夜
祭
が
斎
行
さ
た
。

れ
、
こ
の
冬
一
番
の
寒
波
に
見
舞
・
大
祓
式
は
七
月
三
十
一
日
と
こ
[

わ
れ
寒
さ
厳
し
い
中
、
新
年
を
．
の
十
二
月
三
十
一
日
の
年
二
回
行
i

`
3

わ
れ
て
い
る
一

、
F
“
.

が
、
七
月
を
災
~

難
消
除
、
農
作
．

9さ
（
一
物
の
豊
作
を
一

祈
る
「
夏
越
の
ロ

．9，
大
祓
式
」
、
十
―
-
'
·

[
r
J
I
O
J
[
.
い
[
-

祓
い
、
新
し
い
一
祓
詞
を
奏
上
、
続
い
て
参
列
者
各

ヽ
‘
.
.
、
年
を
清
々
し
人
「
切
麻
」
で
祓
い
、
「
祓
物
」
に
息

い
気
持
ち
で
：
を
吹
き
か
け
て
切
り
裂
き
、
罪
・
檄

＼
｀
迎
え
よ
う
と
]
を
祓
い
清
め
て
い
た
。

―
い
う
「
年
越
し
~
引
き
続
き
、
本
殿
で
除
夜
祭
が

J
ー
の
大
祓
式
」
と
．
執
り
行
わ
れ
、
当
大
社
職
員
、
参
列

一
呼
ん
で
い
る
。
こ
首
一
同
は
今
年
一
年
載
い
た
宗
像

定
刻
、
新
年
一
大
神
の
こ
加
護
に
感
謝
し
、
皇

` 
を
迎
え
る
準
]
主
・
国
家
の
繁
栄
、
世
界
恒
久
平
和
、

備
が
整
っ
た
一
氏
子
崇
拝
者
の
皆
様
方
が
清
々
し

境
内
に
参
拝
i
く
新
年
を
迎
え
ら
れ
る
こ
と
を
祈

者
が
続
々
と
一
念
し
、
平
成
十
九
年
の
諸
祭
儀
は

詰
め
掛
け
、
渡
一
全
て
滞
り
無
く
終
了
、
神
門
は
閉

邊
禰
宜
が
大
一
じ
ら
れ
た
。

境
内
は
ま
だ
、
正
月
の
参
拝
者
一
い
一
年
を
清
々
し
く
過
こ
す
こ
と

で
賑
う
晴
天
の
一
月
十
三
日
、
宗
こ
が
で
き
る
と
当
大
社
を
後
に
し
た
。

像
大
社
氏
子
会
総
代
多
数
の
方
々
．
尚
、
こ
奉
納
い
た
だ
い
た
献
米
は
、

の
御
参
列
を
頂
き
献
米
奉
告
祭
が
[
口
々
の
日
供
祭
を
は
じ
め
諸
祭
典

斎
行
さ
れ
た
。
一
の
神
隈
と
し
て
お
供
え
し
、
皆
様

こ
の
神
事
は
、
氏
子
の
皆
様
か
ら
．
方
の
安
全
と
繁
栄
を
御
祈
念
致
し

寄
せ
ら
れ
た
新
穀
を
御
神
前
に
献
て
お
り
ま
す
事
を
御
報
告
致
し
、

上
し
、
昨
年
秋
の
収
穫
を
感
謝
す
一
衷
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

る
と
共
に
、
今
年
の
五
穀
豊
穣
、
無

病
息
災
を
祈
る
神
事
で
あ
る
。
．

祭
典
で
は
高
野
靖
氏
（
福
津
市
[

東
福
間
）
が
、
氏
子
会
を
代
表
し
i

『
氏
子
奉
幣
使
』
と
し
て
御
奉
仕
さ
一

れ
た
。
前
日
か
ら
当
大
社
に
斎
泊
[

精
進
潔
斎
の
上
、
斎
服
を
着
装
し
一

て
祭
典
に
臨
ま
れ
、
無
事
に
氏
子
一

奉
幣
詞
を
宗
像
大
神
の
御
前
で
奏

上
、
大
役
を
見
事
に
果
さ
れ
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
、
氏
子
会
役

員
を
永
年
お
勤
め
い
た
だ
い
た
方

（
十
年
以
上
）
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、

本
年
は
占
部
豊
賓
氏
（
福
津
市
東

福
間
）
に
感
謝
状
と
記
念
品
が
贈

呈
さ
れ
、
参
列
し
た
氏
子
会
同
志

か
ら
温
か
い
祝
福
を
受
け
た
。

そ
の
後
、
清
明
殿
を
会
場
に
『
鏡

開
き
』
が
行
わ
れ
、
直
会
と
し
て
皆

で
雑
煮
．
ぜ
ん
ざ
い
を
頂
き
、
新
し

平
成
二
十
年

献
米
奉
告
祭
氏
子
奉
幣
使

高
野
靖
氏

（
福
津
市
東
福
間
）

宗
像
大
社
氏
子
会

永
年
勤
続
表
彰
者

占
部
豊
責
氏

（
福
津
市
東
福
間
）
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00し。＾先・月•::5巴を掲載致しましたが、時間と会場が変更されましたので、
b 訂正したものを御案内申し上げます。

本年より、祭典を祈願殿から本殿へ、豆打ち式も祈願殿前から

本殿横の特設舞台へと変更しております。 / 

深汀霊閃芦、：門！が直前になり iど：3：

........... 

日時
節分祭

豆打ち式
// 

2月3日（日）
午前 11: 00~ 
胎＝本殿
午前11:30~ 
午後14:00~
胎＝本殿特設舞台

「
ま
つ
り
ご
よ
み
」
の
原

祈
願
殿
ロ
ビ
ー

年
の
瀬
も
押
し
迫
っ
た
十
二
月
一
た
原
画
を
奉
納
し
た
い

二
十
九
日
、
祈
願
殿
ロ
ビ
ー
に
宗
像
．
と
の
申
し
出
が
あ
り
実

大
社
の
カ
レ
ン
ダ
ー
「
ま
つ
り
こ
よ
]
現
し
た
。

み
」
を
彩
っ
た
土
井
国
男
氏
直
筆
の
．
早
速
祈
願
殿
ロ
ビ
ー

原
画
を
展
示
、
連
日
多
く
の
参
拝
に
展
示
用
の
つ
い
立
を

者
に
こ
覧
い
た
だ
い
て
い
る
。
準
備
し
展
示
し
た
と
こ

十
二
月
中
旬
、
完
成
の
報
告
に
~
ろ
、
正
月
参
拝
の
休
憩
に

同
氏
が
来
社
。
そ
の
際
に
今
年
描
い
入
っ
て
来
ら
れ
た
方
、
お

車
の
お
祓

い
を
待
っ

参
拝
者
ら

が
、
食
い
入

る
よ
う
に

見
入
っ
て
い
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
原
画

を
こ
覧
に
な
っ
て
「
ま
つ

り
こ
よ
み
」
を
受
け
る

方
も
み
ら
れ
、
土
井
氏

の
ほ
の
ぼ
の
と
し
た
優

し
い
水
彩
画
が
も
つ
魅

力
を
再
認
識
さ
せ
ら

れ
た
。

こ
参
拝
の
折
に
は
、

祈
願
殿
内
に
も
お
立

ち
寄
り
い
た
だ
き
、
是

非
こ
覧
下
さ
い
。

ー
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（続）

一

公
＃

9
·
·

ー
、

.-. 

ヽ

歩島グ行夕西
広い宇はい I 之第

儡な塵腐喜伝嘉闘
ベ岸 ..,/子）〖砲の漂

の 夕町日雙種着
砂 上のので子物
丘 と竹ビ＋島学

且 広口↓り悶合
著 田岸コー総種
名海＾ l 七＾子
な 岸種ミ日芯畠
広 を子ンにン
-----------------------------------------------------------------------------

のの調群だのの田
調広査がい石海遺

巧鳴『：門［；｀：れ葬含現 れぐま斜い壁帯現地背九長讐昇が九遺店種塁
‘遺み在広て保れ面ぷ砂は在帯後討ーれ了、霊［哲案孟捜
:》’召亨儡呈：互］夏醤： ：羹腐塁冒；孟危ば儡塁喜ぢ
ら確闊合跡 置食嚢ーもリ地て側晶ルし跡がにらにど委菟
一認の葬か がをがトメれ l の¥‘はで標は近北発募ぃ員こ
五さ埋をら さ防積ごてトー。湿、高全年側掘地た会こ
---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ｷ----ｷ---------------------ｷｷｷ------------------------------------------------------------

ラ埋せたてはりし竜；ぃ瑚がた 貝は期墳がくエ幅ら員七
び葬て、れい奄 つる塊配屈下製墓頃時弥下的広見が体フの て杢美閲冒雙三°でさ葬層品ので代生層変いた過の

溢：霊葦呈禁委琴鉱為宇芸丞否藁翠i:馘品害圭； ］立全 付か倶貝ォぁくや寧女珊膝畜な奈靡後分れ堕届贋讐
住魯けら、に輪愛色望貝醤信瑚をぃり、層古悶g召てい頭れ
誡雙；繋はをノ貝状製葬遺塊折が副と墳頃れ募頭も部て

布て累喜嘉喜位塁猛鷹；胃悶：愛喜靡悶忍ド焚唇｀予写
さバ、わ穿しイ飾工やて珊等げ ので後古層き人、か全
---------------------------------------------ｷｷｷｷ------------------------ｷｷｷ----------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------ｷ--------------------------------------------------------ｷ--ｷ------

るや見の顎さりあ貝考品品緒にに骨葬葬かあとたわ形上あ貝な人れ
人広ららは片れ中‘る符えののに焼囲やささにつ同時れのにつ製し：骨た
骨田中れぶ側る 記のら使貝なけん四れれはたじかる飾はな小たはか

<i; ]豆丑： [ :: ][ [[ [ ［息 9 鸞含ヽ〗笈 9 舟’` ]喜［ ; [ ] 
累 篇召嵐霰眉闘畠芸開閃異裂累貫靡名喜亭：ゑ嬰息苓塁；蒻郷｛i羞扁
虚 讐合唇門占斎奇｛苫篇；羞虐鷹；麿岱反眉闘悶恙な悶咽篇 k [ [ [ 
し れ てりも様源葬こ、。なそ石層れ器骨呪巫生た、くも立副。
ず ＇惰い、想が流しと貝副どの棺はてがの者女まと小額の屯葬男
っ ぺ?る上定あがたが製葬ー下内頭埋副なでL-れ思円のが鳳が性
------------------- i• •おし1 ｷ----------------------------------------------------------ｷ •--------------------------------•-------------------------------------------------ｷ •----------------------------------------------------------------------------------•••-----------------------------------

れのはきさ思祭たにくれ後く多そ
たよ‘‘んわ祀エ住墓だはまくの
0.,. 広風のれ場房居地け生での姿
っ田と説るが‘地かの活広謎が
に人波明。ぁ巫、ら墓遺田に分
思ののを石る女多離地跡人満か
わ声音聞堂と達量れでののちり

がのてあ発墓名 3
ヵ貝いる見地るあ
こ喜合忍； ; s゚ ぷ
雙畠き恐菟り、正よ
たつろらこ今あだ

.. 
ヽ
＾

./ 
·‘ 

222 

い
し
い

た
だ
し
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評

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

つ
く
ば
び
の
石
肌
愛
し
も
き
ら
き
ら
と
水
陽
炎
の
揺
る
る
小
春
日

＿
言
冑
汀
言
昇
闘
□こ
言
麟
口

n
=
"

う
一
首
。
―
―
旬
の
「
愛
し
も
」
の
「
も
」
の
強
調
は
無
く
と

も
い
い
。

宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

い
た
だ
き
し
干
柿
い
ま
だ
柔
か
く
今
H

の
夕
日
の
色
に
似
通
う

ま
だ
干
し
上
っ
て
い
な
い
干
柿
の
色
を
「
今
日
の
夕
日
」

と
、
と
ら
え
た
感
覚
は
素
晴
し
い
。

「
柿
干
し
て
け
ふ
の
独
り
居
雲
も
な
し
」
秋
桜
子
の
心
境
に

も
通
じ
て
い
る
。

宗
像
市
光
岡
森
田
富
佐
子

重
き
荷
を
か
つ
ぎ
疲
れ
し
夢
を
見
た
起
き
い
で
が
た
＜
布
団
に
も
ぐ
る

夢
と
気
づ
き
な
が
ら
そ
こ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
逃
れ
な

い
も
ど
か
し
さ
、
そ
こ
の
気
持
を
う
ま
く
詠
っ
て
い
る
。

「
不
快
な
る
夢
を
覚
め
ん
と
努
力
し
て
漸
く
さ
め
し
時
疲

評

れ
を
り
」
と
、
か
の
佐
藤
佐
太
郎
も
詠
っ
て
い
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

満
月
の
残
る
あ
か
と
き
笹
嗚
き
の
弾
み
し
声
の
畑
よ
り
聞
こ
ゆ

冬
に
鶯
の
鳴
き
声
は
ま
だ
調
わ
ず
舌
つ
づ
み
を
打
つ
よ
う
に

嗚
き
、
声
と
し
て
は
小
さ
く
「
弾
み
し
」
は
疑
問
が
の
こ
る
。

弾
み
を
生
か
す
な
ら
三
句
以
下
「
笹
鳴
き
を
弾
み
こ
こ
ろ
に

評

吾
は
き
き
を
り
」
と
し
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
、
ま
た
「
弾
み
」

を
除
き
「
小
さ
き
声
の
」
と
す
る
事
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し

一
首
全
般
に
は
淡
い
詩
情
が
あ
る
。

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

回
i一

社
歌
会
詠
革

刈
り
終
へ
て
合
せ
鏡
で
見
す
頭
ノ
ン
と
言
っ
た
ら
ど
う
す
る
の
だ
ろ
う

散
髪
の
あ
わ
び
に
爪
を
切
り
く
る
る
職
業
朋
脹
の
ま
だ
無
き
指
で

宗
像
市
野
森
甲
子

防
衛
省
の
ず
さ
ん
な
ニ
ュ
ー
ス
続
く
な
か
日
本
野
球
の
五
輪
出
場
決
ま
る

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

ふ
る
里
の
う
か
ら
の
眠
る
墓
地
に
来
て
母
と
草
び
く
遠
き

H

の
た
っ

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

軒
高
く
朝
日
に
映
え
る
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ヤ
師
走
の
風
に
耐
え
て
咲
き
つ
ぐ

宗
像
市
光
岡
則
松
芳
子

冷
え
込
み
の
季
節
風
吹
く
時
期
と
な
り
H

も
短
く
て
年
の
瀬
近
し

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

我
と
来
て
紅
葉
共
に
あ
そ
び
し
か
吾
も
楽
し
き
良
き
友
と

, 
飲
も
う
や
と
誘
び
誘
は
れ
し
友
も
逝
き
本
も
億
却
身
を
知
る
雨
降
る

※
身
を
知
る
雨
（
伊
勢
物
語
、
わ
が
身
の
幸
、
不
幸
を
知
る
雨
）

田

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

し
と
ね

青
草
を
褥
と
な
し
て
降
り
積
み
し
銀
杏
黄
葉
は
輝
く
ば
か
り

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

黄
櫨
並
木
の
紅
策
あ
で
や
か
喧
騒
の
中
に
は
ぜ
の
実
し
ず
か
に
ゆ
れ
て

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

本
殿
へ
指
組
む
少
女
願
ぴ
こ
と
成
就
の
差
異
は
た
ぶ
ん
な
か
ら
む

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

断
崖
の
滝
と
吊
橋
は
指
呼
の
間
さ
れ
ど
落
水
の
音
は
聞
こ
え
ず

福
岡
市
南
区
加
野
シ
ノ
ブ

大
宇
宙
あ
を
く
輝
く
星
地
球
人
間
の
手
で
ほ
ろ
ぼ
し
て
い
く

福
津
市
中
央
中
村
勇

獨
り
居
は
朝
よ
り
淋
し
夕
く
れ
ば
仏
壇
の
妻
に
鐘
強
く
打
つ

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

大
空
に
舞
い
し
鳶
の
ゆ
う
ぎ
な
り

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

冬
耕
や
止
ど
め
の
ス
コ
ッ
プ
は
深
く
す
る

宗
像
市
東
郷
田
中
憲
象

初
御
空
森
に
迷
め
く
神
籠
石

譴
」
戸
臼
＂
汀

き
ま
し
た
。
天
候
や
曜
日
の
影
響
で

今
年
の
初
詣
は
分
散
傾
向
に
あ
っ
た

よ
う
で
す
▼
昨
年
か
ら
、
先
人
の
書

き
記
し
た
日
誌
（
墨
書
で
製
本
し
永

久
保
存
）
を
紐
解
く
機
会
が
増
え
、
宗

像
大
社
の
先
輩
神
職
（
ほ
と
ん
ど
の

方
が
故
人
）
の
思
い
に
触
れ
る
よ
い
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
▼
そ
の
中
で
も

昭
和
三
十
年
代
の
も
の
は
、
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
波
に
乗
り
、
宗
像

大
社
が
交
通
安
全
の
神
社
と
し
て
躍

進
し
て
い
く
時
代
で
特
に
興
味
深
い

で
す
▼
当
時
の
正
月
日
誌
に
は
、
夜

明
け
ま
で
続
く
大
渋
滞
を
「
年
に
一

度
の
宗
像
不
夜
城
を
現
出
」
と
記
し
、

毎
年
三
割
増
の
車
祓
や
天
候
が
悪
く

て
も
増
え
続
け
る
参
拝
者
の
様
子
を

「
御
神
徳
の
明
ら
か
た
る
を
目
の
あ
た

り
に
せ
り
」
、
「
誠
に
御
神
徳
の
然
ら

し
む
る
と
こ
ろ
か
」
と
書
き
記
し
て
い

ま
す
▼
『
温
故
知
新
』
で
始
め
た
日
誌

の
閲
覧
で
す
が
、
そ
の
内
容
に
は
共

感
や
時
に
は
感
動
を
覚
え
、
励
ま
さ

れ
て
い
ま
す
。
「
御
神
徳
の
宣
揚
」
そ

の
実
践
の
た
め
に
一
神
職
と
し
て
何

が
で
き
る
の
か
、
「
先
人
達
の
足
跡
め

ぐ
り
」
は
今
年
も
ま
だ
ま
だ
続
き
そ

う
で
す
。

(
M
.
o
)
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